
企画説明

中嶋 康博

東京大学大学院農学生命科学研究科教授

日本農学アカデミー理事

日本学術会議会員・東日本大震災に係る食料問題分科会委員長



開催趣旨

東日本大震災が起こってから12年が経ち、全国各地で

復興が進んでいる。しかし、福島県では一部に帰還困難

地域が残っており、耕作地の復元や担い手の育成などの

課題に加え、原発の廃炉政策や処理水の海洋放出も長期

に及ぶ。農林水産業の復興と食料生産を振興していく上

で、多くの課題が残されている。本シンポジウムでは科

学的な立場から食料生産および流通における福島県の現

状と問題点を整理し、住民に寄り添った今後の復興の進

め方を議論する。



これまでの経緯
－日本学術会議の活動－

• 〔22期初年：2011年12月21日〕日本学術会議農学委員
会・食料科学委員会・健康・生活科学委員会の下に東
日本大震災に係る食料問題分科会を設置

【審議事項】

• 食料供給の早急回復

• 供給する食料の安全性の確保

• 食料供給に及ぼす長期的影響の解析と解決策

• 学術フォーラムの開催を中心とした分科会の活動

【活動のポイント】

• 科学的情報の発信

• 学際的アプローチ

• 多様なステークホルダーとの双方向の対話

※当初は実態が不明な中での科学的理解

※作物学、土壌学、畜産学、水産学、
経済学、リスク学、医学、栄養学

※生活者と生産者（農林水産業）の視点























過去12年間の総括と
未来に向けて取り組むべき課題

• 克服すべき社会的課題：風評被害

•地域振興の取り組みと見通し

• 科学的に解明された事実

• アカデミアの「これまで」と「これから」の役割

• 現場での実践から見えてきた課題と期待


	スライド 1: 企画説明
	スライド 2: 開催趣旨
	スライド 3: これまでの経緯 －日本学術会議の活動－
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 過去12年間の総括と 未来に向けて取り組むべき課題

